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䊣 䠎䠑ᖺᚋ䛾大⏣ᕷ䛾森林䞉林業䞉木ᮦ産業等䛾姿䠄成ᯝ䠅 

䠄䠍䠅森林䜢活䛛䛧地域産業䜢伸ば䛩 

項     目 H２６ → H33 → H43 → H53 備   考 

Ĭ原木生産量(千m3) 9  20  48  53 

資源造成ƴ係ǔこ

ƱƔǒ中ȷ長期Ʒ

目標を設定 

 うち森林組合 8  15  37  40 

                

ĭ伐採技術者雇用者数

(人) 
0  15  37  39 

                

Į木材製品出荷量

(m3) 
4,838  5,800     需要動向Ƹ人口動

態や輸入製品動向

ƳƲƷ情勢変化ƕ

著しいこƱƔǒ短

期目標を設定 

 うち人工乾燥 2,555  3,100     

 うち天然乾燥 1,519  1,900     

                

į公共建築物へƷ県産

材Ტ市産材Უ利用率

(%) 

ȸ  100     
市産材認証制ࡇ等

Ʒ仕組み構築ƴ併

せ短期目標設定 
                

      ᲤH29Ɣǒ取Ǔ組み展開 

①原木生産㔞䠄千 m3䠅目標 
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䠄䠎䠅森林䜢Ᏺ䜚育䛶公益的機能䜢伸ば䛩 

項     目 H２６ → H33 → H43 → H53 備考 

Ĭ伐採跡地Ʒ植林等ƴ

係ǔ技術者雇用者数

(人) 

39      26 資源造成ƴ係ǔこ

ƱƔǒ中ȷ長期Ʒ

目標を設定  Ფ伐採跡地Ʒ再生ƴ係ǔ技術者数を計上 

                

ĭ森林経営計画策定面

積(ha) 
8,565  19,272     

原木生産目標を実

現すǔため短期目

標設定                 

       

 

 

 

䠄䠏䠅森林䜢使いḟ世代䛻䛴䛺䛢䜛 

項     目 H２６ → H33 → H43 → H53 備考 

Ĭ出前講ࡈ等Ʒ実施回

数(回) 
2  10     

取Ǔ組み者数Ʒ増

加を早期ƴ実現す

ǔため短期目標を

設定 

                

ĭみƲǓƷ少年団活動

者数(人Უ 
1,810  3,600     

                

       

 

 

 

 



ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨 情報収集・研究等 取ࡾ組み実施

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、県、市

Ϩ期

・将来の原木増産応ࡌた海外
輸出や都市部࡛の販売戦略研究

・全木伐採・搬出技樹のᑟ入

・伐倒木の葉枯ࡋࡽ乾燥の実践

具体的行動計画 主࡞取組内容

路網整備機械化㸦架線
含ࡴ㸧よࡿపコスト生
産

・計画的࡞路網開設

・新た࡞機械化技術習得

市有林等ࡽの原木供給
伐採意欲の喚起ࡿよ

原木販売戦略

伐倒木のᯞ葉利用等よ
の収益ࡾ立木一本あたࡿ
向上

間伐加え主伐よࡿ原
木生産の取組

主伐生産体制の構築
・主伐技術者の養成
・森林組合主伐班整備

・市外素材生産事業者の連携

・市有・市行造林の計画的伐採

・民有林の伐採ಁ進

終期࡚ࡋ⥆⥅࡛ࡲ取組展開

：森組

(１) 森林を活ࡋ地域産業を伸ばす

整備地検討・計

Ϭ 具体的行動計画

１㸧 伐採推進向けた原木生産コストప減及び技術研究࡞新た࡞取ࡾ組み

㸨Ϩ期:H29～住33,ϩ:期H34～住38,Ϫ:期H39～住43,ϫ:期H44～住48,Ϭ:期H49～H53

技術習得研修等：森組

事業体連携協議の場づくࡾ：市

主伐班組織化：森組

連携の取組展開：森組

開設

新技術検討・修得

現場取組

取ࡾ組ࡴき技術検討：森組

技術習得：森組

技術検討：森組

現場取組：森組

伐採計画策定：市

需要動向等応ࡌ計画修正：市

ୗ刈ࡾ助成等伐ࡾ᥍え対策展開：市

海外輸出の研究：森組・市

森林認証制度の研究：森組･市

森林認証・海外輸出情報の収集：森組･市
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、県、市

ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、市場、製材、設計、建築、市

原木の需給マッチンࢢの
取組

・市場や製材所よࡿ採材指ᑟ

具体的行動計画 主࡞取組内容 Ϩ期

・製材原木需要、原木価格や伐
採情報࡞需給情報を各分㔝࡛
共有すࡿ仕組みづくࡾ

原木需給情報等の共有

技術定着の取組支援
・多様࡞技術を有すࡿ者の就
業マッチンࢢや࢛ࣇロ࣮ッࣉ
研修等

具体的行動計画

木質バオマス発電原料
需要応ࡌた伐木・造材

企画力を有すࡿ人材の育
成

主࡞取組内容

・全木伐採・搬出技術のᑟ入

・森林や施業の集約化、路網計
画、原木生産方法や収益、再
生・保育方法や費用࡞総合的
企画・提示・実践能力の向上
・人材をࣇル活用すࡿ体制の整
備

Ϩ期

原木安定供給の仕組みづ
くࡾ

・市市場の原木供給協定

・バオマス原料供給の仕組み

市場機能の拡充・強化

・土場࡛の仕分け、ストッࢡ機
能の強化

・商流物流の分離よࡿ流通
コスト削減の取組

・サテラト土場の検討

㸰㸧 高度࡞技術を有すࡿ人材事業体の育成

取ࡾ組ࡴき技術検討：森組・県

技術習得：森組

集約化技術向上森組・県

主伐収支積算能力向上：森組・県

再生・保育経費軽減能力向上：森組・県

組織体制の強化：森組

組織体制強化の支援：市

支援策検討：市

学校訪問等マッチン࡞ࢢ展開：森組･市

㸱㸧 安定的ࡘ効率的࡞原木流通体制の強化

化：市場･森組・製材・市ࣉル࣮ࢢ

情報共有の仕組み構築：上記

市有・市行造林供給可能㔞等把握・検討：市

市供給協定の仕組み研究：市・市場

市供給協定の仕組み構築：上記

バオマス原料供給の仕組み研究：森組･市場

採材指導実行：市場･製材

関ಀ者協議･研究：市場・製材・森組・市・県

仕分け・ストッࢡ機能強化支援策検討：上記

市場運営方式検討：上記

取扱㔞応࡚ࡌ関ಀ者協議：上記
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：市場、製材、設計、建築、県、市

端材等の利用ಁ進
・木質バオマス発電原料利用
加え畜産等の地域利用検討

Ϩ期

品質の確࡞木材製品の
供給

・JAS認定加え、ヤンࢢಀ数
表示よࡿ強度・性能明確化の
仕組みづくࡾ

・製品ストッࢡヤ࣮ࢻや加工施
設の強化

高品質・高付加価値化商
品の開発

・実需者の要望(ࢀࡌࡡ・乾燥
等㸧対応ࡋた高品質化

･ᑠ径木や端材を活用ࡋた商品
や大径材を活用ࡋた商品の開発

主࡞取組内容具体的行動計画

スࣄ・ࢠノ࢟の増産伴
う活用推進

・設計・建築連携を図ࡾ、ス
た梁・桁等構造ࡋン表を活用ࣃ
材供給の取組加㏿化

・設計・建築連携ࡋた、床ୗ
地・押入・天井࡞ఫ宅部材活
用検討

・間柱等の生産体制の強化よ
稼働率向上ࡿ

原木の品質確保

･市内࡛枯渇すࡿ樹種の仕入ࢀ
支援よࡿ加工能力(ࣈランࢻ
製品㸧維持の検討

・マࢶ材等貯木手法検討よࡿ
生産時期の平準化

＊要望等の状況に

応䛨終期まで随時取

組：製材・市・県

関ಀ者仕組み協議：製材･設計・建築･市

４㸧 競争力あࡿ木材産業の成長産業化

仕組み構築・実行：製材

原木増産状況合わせ強化･研究・検討：製材･市

仕入ࢀ場所の推移等詳細把握：製材・市

検証課題解決手法検討：製材・市・県

試験研究成ᯝ検証：製材･県

閑散期施設稼働率向上検討：上記

市内製造製品の認証・支援策研究：上記

試験研究等開発・改善の取組

要望把握・対応検討

既存商品動向・実需要望把握

試験研究等開発・改善の取組

性能・強度表示・統一規格検討・実践：製材

設計・建築・加工･原木生産協議：製材・設計･建

築・市・県

ఫ宅部材活用研究：製材・設計・建築・市

供給先等需要動向の把握：製材･市･県

強度・耐震࡞メࣜット整理PR検討：上記

供給先等需要動向の把握：製材・市

価格・形状・供給手法等把握・実行可能性研究：上記
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、市場、製材、設計、建築、県、市

ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、市場、製材、設計、建築、市

市産材認証の仕組みづく
の波及ಁ進民間ࡾ
(再掲㸧

・市産材認証の仕組みづくࡾ

・民間建築࡛の利用ಁ進

公共建築物の木造化・木
質化の推進

具体的行動計画 主࡞取組内容 Ϩ期

市産材認証の仕組みづく
の波及ಁ進民間ࡾ

・市産材認証の仕組みづくࡾ

・民間建築࡛の利用ಁ進

主࡞取組内容

各工場連携よࡿ家一軒分の部
材供給の仕組みづくࡾ

木材を使う家造ࡾの意義
の啓発

・原木生産、流通、加工、設
計、建築、森林整備の事業者一
体࡞った営業・宣伝の実践

営業機能の強化
・原木生産、流通、加工、設
計、建築、森林整備の事業者共
同の営業活動ᣐ点開設検討

地域材供給体制構築

具体的行動計画 Ϩ期

・大田市木材の利用ಁ進関す
基本方針の実行確保ࡿ

㸳㸧 木材製品の販路・販売の拡大

各事業者の取組展開：上記

見学会・パンフ䝺ッ䝖・モ䝕䝹ハウス・宣伝等手法検討：市・

設計･建築

ルテࣞビ、バナ࣮広告等支援：市ࣈ࣮ࢣ

認証の仕組み構築・実行：市・森

組・市場・製材・設計・建築

関ಀ者協議の場づくࡾ：市

公共建築物での利用状況・助成制度等PR：市

供給の仕組み構築・実行：製材・建築･設計

課題等関ಀ者協議の場づくࡾ：市・県

ᣐ点設置・営業展開取組支援：市

共同のᣐ点づくࡾ研究：市・建築

市内外࡛のマ࣮ࢣテンࢢ活動強化支援：

製材・建築･市

㸴㸧 公共建築物等࠾けࡿ木材の利用

庁内会議࡛の実行管理：市

認証の仕組み構築・実行：上記

関ಀ者協議：市・森組・市場・製材・設計・建築

公共建築物࡛の利用状況・助成制度等PR：市

木材利用事例集作成・配ᕸ：市

関ಀ各課の利用ಁ進説明会開催：市
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、市

ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、県、市

森林管理(経営㸧の新た
仕組み研究࡞

・森林の信ク経営等の仕組みの
研究

Ϩ期

森林情報の共有や活用の
仕組み構築

伐採届け、森林経営計画策定、
森林整備関係補助事業等実施者
連携し、伐採・再生・保育箇ࡀ
所や森林所有者等の情報を共有
すࡿ仕組み࡙くࡾ

具体的行動計画

伐採時期を明確した森
林管理(経営㸧の推進

主࡞取組内容

需要動向や生産目標応ࡌた伐
採期間よࡿ管理㸦経営㸧の実
行

具体的行動計画 主࡞取組内容 Ϩ期

持続的森林管理㸦経
営㸧を行う事業体強化

○高度࡞施業技術と林業管理
(経営㸧の修得
・伐採時の収支や植栽・保育の
経費・技術を有す体制整備
［森林の集約化能力向上］
［伐採の技術とコࢫト削減の技
能･知識］
［最適再生手法と再生コࢫト削
減の技能・知識］

森林所有者への働ࡁけ

・森林境界の明確化や適期作業
の周知

・森林の集約化の必要性等周知

(㸰) 森林をᏲࡾ育࡚公益的機能を伸ばす

㸯㸧 生産㸦伐採㸧の体系

意識共有と普及：市

事業体連携協議の場࡙くࡾ：市

経営計画等映：市・森組

㸰㸧 持続可能࡞森林管理(経営㸧ࢫࢩテ࣒の構築

役割協議：市・森組

利活用の࣮ࣝࣝ協議：上記

情報共有の仕組み構築：上記

関係者一体のᗙ談会開催：森組

広報・機関誌等よࡿ周知・森組･市

伐採・植栽・保育技術並びに経費等の経営能力研修

参加：森組

森林の集約化併せ提案能力研修企画：森組・県

体制構築の検討：森組･市

森林信ク経営の研究：市･森組

ඛ進事例調査：市・県・森組
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、県、市

ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、市

Ϩ期

森林の適ṇ࡞整備の推進

･伐採跡地の適地適木の植栽
(再掲㸧
・間伐や広葉樹の更新作業࡞
適期適作業の徹底(再掲㸧

Ϩ期

森林管理(経営㸧のపコ
ト化ࢫ

・適期適作業の徹底

・ప密度植栽地の保育回数の減
等పコࢫト化

主࡞取組内容

公的機関の森林整備推進
･保Ᏻ林制度や当該制度を活用
した森林整備法人よࡿ森林整
備を推進

森林再生の確実࡞実施

○再生の初期投資の軽減
･適地適木の徹底

・森林管理と経済性確保可能࡞
植栽樹種の検討

・ప密度植栽のᑟ入

・コンテナ苗を活用した伐採と
植栽を連携し࡚行う一貫型施業
のᑟ入

具体的行動計画

具体的行動計画 主࡞取組内容

施業技術の改善
・ษࡾ捨࡚間伐技術の改善や伐
採時の枝葉࡞処理の徹底

㸱㸧 確実࡞森林再生と森林管理(経営㸧のపコࢫト化

研修参加技術習得：森組

組織内研修現場取組展開：森組

研修参加技術習得：森組

組織内研修現場取組展開：森組

研修参加技術習得：森組

組織内研修現場取組展開：森組

コンテナ苗木生産検討：森組･市･県

組織内研修現場取組展開：森組

研修参加技術習得：森組

組織内研修現場取組展開：森組

抵抗性マࢶ、広葉樹࡞幅広い植栽樹種研

究：森組・市

ඛ進事例調査検討：森組･市･県

㸲㸧 災害強い森林࡙くࡾ

県・法人へ実施の働ࡁけ：森組･市

該当地調査㸦毎年㸧：森組･市

研修参加技術習得：森組

組織内研修現場取組展開：森組

組織内研修現場取組展開：森組

研修参加技術習得：森組

組織内研修現場取組展開：森組

ඛ進事例・新た࡞技術情報収集・取組検討：森組
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：森組、県、市

具体的行動計画 Ϩ期主࡞取組内容

森林の多様性を有すࡿ地
域࡙くࡾの推進

・路網ࡽの距離、周辺の植生
状況、管理㸦経営㸧経費等を踏
えた針広再生の検討ࡲ

・人工林と天然林のࣔࢨイク配
置

５㸧 森林の多様性の確保と森林管理(経営㸧

伐採跡地の針広再生の規模検討：上記

県内伐採規模等事例調査検証：市・森組・県

伐採事業者等と管理(経営㸧規模・手法協議：上記

森林所有者への普及：森組

ト整理：市・森組・県ࢵ࣓ࣜࢹ・トࢵ࣓ࣜ

集約化地域への普及：森組

伐採事業者等と伐採規模･手法࡞協議：森組・市
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：市

ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：市

市有林等の活用ಁ進

・市有林の学校林活用

・市産ᮦの活用(机等㸧

世代ࡈとの森林理解のಁ
進

市有林の活用ಁ進
・市有林の貸し出し利用制度構
築

・全ᑠ学校࡛緑の少年団結成

・森林作業体験等の企画

・職業紹介࡞就業ಁ進

・森や木とふࢀあう場の提供

森林の多面的機能や森林
環境を学ࡪ場や機会の提
供

・企業と連携した保全活動の取
組推進

・森林・林業・木ᮦ産業等関係
者よࡿ出前授業

具体的行動計画

具体的行動計画 主࡞取組内容 Ϩ期

主࡞取組内容 Ϩ期

㸯㸧 教育ศ野と連携した森林への理解ಁ進

既存取組支援：市･県

緑化推進委員会と連携し結成ಁ進：市

学校等への働ࡁけ：市

緑の少年団活動支援：市

関係団体と連携し体験活動企画・協議：市

体験活動実施：市等関係者

就業イベント参加や学校訪問：上記

市の各部署と連携・協調したふࢀあいの場の

設置研究：市

候補地検討：市

少年団と利活用方法検討：市

利活用࣮ࣝࣝ協議：市

活用方法検討：市

関係者への協力要請・協議：市

関係者の実行体制構築：市・関係者

㸰㸧 環境ศ野と連携した森林࡙くࡾ

新規企業への働ࡁけ検討：市・関係者

実施内容・手法等検討：上記

市内企業へ周知：上記

市内企業へ出前授業実行：上記

先進事例収集：市

貸䛧出䛧制度研究：市

貸出制度構築・運用：市

(㸱) 森林を使い次世代ࡿࡆ࡞ࡘ
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：市

ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：県、市

具体的行動計画 主࡞取組内容 Ϩ期

Ϩ期主࡞取組内容

地域活動市民ࡀ参加し
やすい環境整備や支援

･地域活動の広報よࡿ周知

・補助事業等の情報提供

・農業、畜産࡞異ศ野(イベ
ント・地域起ࡇし、鳥獣被害対
策࡞㸧との連携

具体的行動計画

地域資源を活用した森林
理解のಁ進

○国立公園
・୕瓶山麓施設や人的資源の積
極的活用(木工館・キャンプ
場・青少年の家・自然館ࢧヒ࣓
㸧࡞ࣝ

･近隣⏫と連携した森林ࣛࢭ
ピ࣮の取組

・市有林や市有地の活用

○世界遺産
・竹林の拡大防Ṇの取組連携

・市有林資源の活用

㸱㸧 地域活動への参画

広報等࡛の周知活動：市・関係者

森林・林業・木ᮦ産業関係者と連携した周

知活動：上記

連絡体制構築：市

情報提供：市・関係者

連携可能࡞取組情報収集：市

連携内容等研究：市･関係者

関係者と連携・取組実行：上記

㸲㸧 観ග・文化と連携した森林の利活用

連携可能࡞取組情報収集：市

作業路の遊歩道･ࢧイクࣜンࢢ活用࡞

内容検討：市・関係者

関係者・部署と連携・取組実行：上記

市有林等森林整備：市

取組状況情報収集：市

既存取組組織との研究・協議：市

作業路の遊歩道・ࢧイクࣝロ࣮ࢻ活用検討：市

木製┳板設置や簡易遊具ࡘい࡚検討：

市・関係者

家具等木の活用コンク࣮ࣝ࡞研究：市

県の実証試験連携：市・県

木製イࢫ等の設置・┳板࡞研究・協議：市
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ϩ期 Ϫ期 ϫ期 Ϭ期

㸨取ࡾ組み主体一覧：市

山ᮧの伝統文化の体験࡞
都市との交流ಁ進

・炭焼ࡁ体験等と健康ศ野ࡀ連
携した体験型࣒ࢬ࣮ࣜࢶの検討

・木育活動࡞都市ఫ民への情
報発信

具体的行動計画

木工体験࡞よࡿ木へ
ふࢀあう機会の拡大と意
義の普及

Ϩ期主࡞取組内容

・木工館と周辺イベント等と連
携した木工体験

５㸧 山ᮧ・伝統と木育の推進

取組の企画立案：市

事例調査・情報収集：市

関係部署・関係者研究・協議：市

取組事例調査：市

関係部署・関係者研究・協議：市

情報発信の仕組み構築：市

取組事例調査：市

関係部署・関係者協議：市

取組体制内容等協議・実行：市・関係者
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䊥 構想䛾᥎進体制 

構想᥎進䛻あ䛯䛳䛶䛿䚸ୗグ関ಀ者䛻䜘䜚問㢟や課㢟䚸᥎進方向等䛾共᭷化䜢

図䜚᥎進管理䜢徹底䛧䚸毎ᖺ度成ᯝ䜢検証䞉報告䛧䜎䛩䚹 

䜎䛯䚸ྲྀ䜚組䜏䛾成ᯝ䛸課㢟䜢踏䜎え䛯計⏬䛾修ṇや新䛯䛺ྲྀ䜚組䜏䛾新設䛺

䛹䚸状況や䝙䞊䝈䛻応䛨䛯見直䛧䜢㝶時行い䚸柔軟䛛䛴機動的䛺対応䜢図䜚䜎䛩䚹 

 

䠍 ᥎進体制 

 ᥎進体制䛾委員䛿䚸構想策定委員会䛾ワ䞊䜻ン䜾委員䜢䜒䛳䛶䛣䜜䛻あ䛯䜛䛣䛸

䛸䛩䜛䚹 

［関ಀ団体䞉機関］ 

䠄䠍䠅森林組合 

䠄䠎䠅木ᮦᕷ場協ྠ組合 

䠄䠏䠅木ᮦ協会大⏣支部 

䠄䠐䠅建築士会 

䠄䠑䠅建築組合連合会 

［民間活動䞉学識経験等］ 

䠄䠍䠅森林関ಀ地域活動 

䠄䠎䠅森林等学識経験者 

［行ᨻ等］ 

䠄䠍䠅ᕷ 

䠄䠎䠅┴機関 

 

䠎 進捗状況䛾管理 

᥎進体制䛾務䛿䚸産業振興部森䛵䛟䜚᥎進室䛻䛚い䛶処理䛩䜛䚹 

毎ᖺ度当初䚸ྲྀ䜚組䜏䛾評価等䜢行う䛯䜑会議䜢開催䛧䚸前ᖺ度䛾成ᯝ䚸ྲྀ䜚

組䜏状況報告䛺䛹各委員䛜行う䛸䛸䜒䛻䚸ྲྀ䜚組䜏䛾成ᯝや課㢟䜢踏䜎え当該ᖺ

度䛾具体的䛺活動計⏬䜢樹立䛧構想䛾実現䜢図䜛䚹 

䜎䛯䚸ᖺ度䛾中間期䛻ྲྀ䜚組䜏状況䜢報告䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸情勢䛾変化等あ䜛場合䚸

機動的䛻会議䜢招㞟䛩䜛䚹 

 

䠏 成ᯝ䛾報告 

成ᯝ指標䛿䚸毎ᖺ度把握䛩䜛䛸䛸䜒䛻ྲྀ䜚組䜏䛾状況䛸合わ䛫䚸ᕷ䛾ＨＰ䛻䛚い

䛶報告䛩䜛䚹 

䠆連携機関 

島根森林管理署䚸島根┴林業公社䚸森林総合研究所ᯇ江水源林整備務所䚸中山間地域研

究䝉ンタ䞊䛺䛹 


